
 

 

 

 

 

２年生と５年生、地域で輝いた販売活動 

―雨の中で生まれた共育の力・完売のよろこび― 

11月26日（水）、斐太北小にとって特別な一日となりました。 

  ２年生は道の駅で秋冬野菜を、５年生は六・十朝市（ろくとおあさいち）で
『あおぞら米』を販売。どちらの会場も雨模様でしたが、子どもたちは負けず
に大きな声で呼び込みを行い、会場いっぱいに明るさと元気を広げました。 

 

◆ ２年生 道の駅販売：つくる・つながる・届ける 学びの第一歩 

２年生は生活科で育てた大根、カブ、白菜、キャベツ、ブロッコリーなどの秋
冬野菜を販売しました。 
 この日は妙高市長も足を運んでくださり、野菜を買いながら「よく育てたね」
「みんなで協力したんだね」と温かい励ましの言葉をかけてくださいました。
子どもたちにとって、地域の大人に認められる貴重な時間となりました。 

また、mont-bell さんからお借りした焼き芋焼き器が大人気！美味しい香り
が道の駅いっぱいに広がり、お客さんの足をピタッと止めるほどの吸引力。子
どもたちは「こちら焼きたてです！」「あったかいですよ！」と元気いっぱいに呼
び込み、見事完売を達成しました。 

特に、やや小ぶりだった大根を、CSさんの真似をして、 
 「はりはり漬けにちょうどいいですよ！」とPRして売り切った姿には、子どもた
ちの工夫と成長を感じました。 

 

◆ ５年生 六・十朝市販売 ： 地域の一員として立つ 高学年の力 

同じ時間帯、５年生は六・十朝市で自分たちが育て、収穫し、精米した『あおぞら米』の販売を行いました。 
雨の中でも、子どもたちは気にすることなく、 「どうぞ見ていってください！」「今年のお米、おいしくできました！」
と力いっぱい宣伝。こちらも、妙高市長、教育長はじめ教育委員会の方々もたくさん来てくださいました。 
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さらに、米ファーム斐太のスタッフさんが着ぐるみで応援にかけつけてくださり、子どもたちはかぶり物を身に
まとい、アイキャッチとして大活躍！可愛らしい姿が道行く人の目を引き、足を止めてくださる方も多く、こちらも
完売となりました。 

1パックよりも 2パック購入するとお得になるという価格設定にした分、会計
作業は複雑で大変でしたが、やり遂げました。たくさんの報道の方にインタビュ
ーされても、みらい学習の活動を堂々と語る5年生の姿が印象的でした。           

10月28日に親子PTCで、実際に土鍋であおぞら米を食べていますから、
「もっちりとしていて、本当に美味しいです」「お米がピカピカしていて甘いで
す」という言葉に実感がこもっています。５年生は、みらい学習で積み重ねてき
た「地域とつながる力」をしっかり発揮し、自分たちの手で作ったものを、自分
たちの言葉で届けるという本物の学びを体験しました。 

 

◆ CS × 地域 × 学校が生み出した 共育の一日 

この日の成功には、畑の管理や販売準備を支えてくださった CS の皆様 、 会場を温かく迎えてくださった 
地域の皆様 、 雨の中でも立ち寄り、子どもたちの努力を受け取ってくださった お客様 がいてくださったおか
げです。 

 「学校と地域が子どもをともに育てる＝共育」 その姿が、２つの販売会場で同時に形となりました。 

２年生は、学びの入り口としての自信を、５年生は、地域の一員としての責任を、 それぞれの成長段階に応じ
てしっかりと体現していました。雨の中での完売は、子どもたちの努力と、地域の温かさが生み出した大きな成
果です。これからも斐太北小は、子ども・学校・地域がともに育つ『共育の文化』を大切に育んでまいります。 

 

妙高市役所の

Facebookや上越タイム

ス（新聞）等で報道してい

ただきました。 

ESDだよりに新聞記

事を掲載するにあたり、使

用許可はとってあります

ので、ご了承ください。 
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